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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
壁に固定する上幅木と、該上幅木の下部に嵌合する下幅木から形成され、該下幅木は前記
上幅木の下部に対して上下方向に抜き差し可能に嵌合する嵌合部を有し、前記上幅木を前
記壁に固定するに当って、前記上幅木の下部に前記下幅木の嵌合部を嵌合させた状態で前
記下幅木の下端と床板の表面との間に該床板の厚さより大きい隙間が形成されるように前
記上幅木の位置を決めて該上幅木を前記壁に固定することを特徴とする幅木の施工方法。
【請求項２】
　請求項１において、前記下幅木の下端面の幅は、前記壁の壁面と、該壁面に最も近い前
記床板の端との間の隙間の大きさより大きく形成することを特徴とする幅木の施工方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、高さ調節可能な幅木の施工方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来の幅木の施工方法としては、たとえば下部に段状の重ね合わせ部を有する幅木本体
と、この幅木本体の重ね合わせ部に重ね合わされる垂直部および水平部を有するＬ字型の
見切部材とを使用し、先ず床板の表面に見切部材の水平部下面を当てるか、僅かの隙間を
設けて、この見切部材を壁に取り付け、次に、見切部材の垂直部に幅木本体の重ね合わせ
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部を重ね合わせた後、幅木本体を壁に固定するものが知られている（特許文献１）。
【０００３】
　また、別の幅木の施工方法として、下端の内側縁部に設けた切欠き段部を有する気密部
材本体と、上部に気密部材本体の切欠き段部に上下スライド可能に嵌合する嵌合部材とを
使用し、嵌合部材を床板の表面に密着させた状態で気密部材本体を壁面に固定するものが
知られている（特許文献２）。
【特許文献１】特開２００３－２９３５７６号公報
【特許文献２】特開２００１－１９３２７３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上記いずれの幅木の施工方法においても、見切部材ないし嵌合部材は、その下端を床板
の表面に密着させるか、僅かの隙間をあけて取り付けられる。壁の収縮や床板の沈下によ
り壁と床板の表面との間の隙間または壁面と床板の端との間の隙間が拡大しても外側から
この隙間が見えず、気密性も確保されるという利点がある。しかし、リフォームなど床板
の張り替えの際には、これら幅木を剥がさなければならないので壁の損傷や補修に手間が
かかってしまうおそれがある。さらに、このような施工では、床板を敷設した後でなけれ
ば幅木を取り付けることができないので、施工の自由度が限られる。
【０００５】
　本発明の課題は、幅木の施工が床板の敷設前でも後でもできることである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
上記課題を解決するため、本発明の幅木の施工方法は、壁に固定する上幅木と、該上幅木
の下部に嵌合する下幅木から形成され、該下幅木は前記上幅木の下部に対して上下方向に
抜き差し可能に嵌合する嵌合部を有し、前記上幅木を前記壁に固定するに当って、前記上
幅木の下部に前記下幅木の嵌合部を嵌合させた状態で前記下幅木の下端と床板の表面との
間に該床板の厚さより大きい隙間が形成されるように前記上幅木の位置を決めて該上幅木
を前記壁に固定することを特徴とする。
【０００７】
　このようにすることにより、下幅木は上幅木の下部に対して上下方向に抜き差し可能に
嵌合するので、下幅木の嵌合部を上幅木の下部に対して上方に移動すると下幅木の下端と
床板の表面との間に一定の隙間が形成される。この一定の隙間の大きさを少なくとも床板
の厚さより大きく設定すれば、この隙間を利用することにより幅木を壁に固定した後でも
床板の敷設をすることができる。
【０００８】
　反対に床板の敷設後であっても幅木の施工ができる。このことは、幅木の施工が床板の
敷設前であっても、後であってもできるので、幅木の施工の時期的自由度が広がる。また
、リフォームなどの場合で床板を張り替えるときにも、幅木を取り外すことなく、下幅木
を上方に移動させて、下幅木の下端と床板の表面との間に隙間を形成することにより床板
の張り替えができる。この場合、幅木を取り外さないので、幅木の新たな取り付けが無く
なり、かつ壁の補修も無くなる。
【０００９】
　さらに、下幅木の下端面の幅は、壁の壁面と、この壁面に最も近い床板の端との間の隙
間の大きさより大きく形成すると良い。このようにすることにより、この隙間を下幅木の
下端面が覆うので、壁と床との間の隅の外観が良好になる。
【００１０】
　次に本発明を構成する各要件についてさらに詳しく説明する。本発明の幅木の施工方法
は、集合住宅や個別住宅の部屋、あるいは事務所、理髪店、美容院などの業務用室の壁に
適用できるもので、新築やリフォームなど両方の場合に適用できる。
【００１１】
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　幅木は、上幅木と下幅木から形成されるが、その材質は、無垢の木材、合板、集成材、
単板積層材（ＬＶＬ）、木質繊維板（ＭＤＦなど）、パーティクルボードなどの木質系、
硬質塩化ビニル樹脂、ＡＢＳ樹脂などの各種合成樹脂を板状や棒状に成形して得られる合
成樹脂系、ステンレス、アルミニウムなどからなる板状や棒状の金属系などを使用できる
。また、これらの表面に化粧シートを貼着するなどの任意化粧を施すことができる。化粧
シートとしては、天然突板、人工突板、不織布、紙、オレフィン樹脂、塩化ビニル樹脂、
ポリエステル樹脂、アクリル樹脂その他の合成樹脂などを使用できる。
【００１２】
　下幅木は、上幅木の下部に対して上下方向に抜き差し可能に嵌合する嵌合部を有する。
嵌合部分の構造としては、特に限定されないが、たとえば上幅木の下部は壁に接する背面
側において、その下端から所定の距離までを段状に切り欠いて形成される垂下片とし、下
幅木は上幅木の垂下片に嵌合するとともに上下方向に抜き差し可能に嵌合する溝を有する
ものでも良い。
【００１３】
　さらに、下幅木の下端面の幅は、下幅木の壁側の面、すなわち背面から部屋側の方向に
至る寸法である。また、下端面は、必ずしも水平の方向でなくても良く、斜め下方に向け
て突出するものなどでも良い。また、下端面の部屋側先端に軟質材部を設けると良い。こ
うすると、下幅木を下げて下幅木の下端面を床板の表面に接触させたときに、軟質材部が
床板の表面になじみ、下幅木の下端面と床板の表面との間の隙間を無くす。軟質材部の材
質としては、軟質塩化ビニル樹脂、合成ゴムなどである。
【００１４】
　下幅木の下端と床板の表面との間の一定の隙間は、少なくとも床板の厚さより大きく設
定する。たとえば１２ｍｍ厚の床板であれば１５ｍｍとする。こうすれば、幅木の施工後
であっても床板の入る隙間が形成されるので、床板の敷設ができる。また本幅木を施工後
に、既に敷設された床板の取り外しと、その後の張り替えもできる。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明によれば、幅木の施工が床板の敷設前でも後でもできるので、幅木の施工時期の
自由度が広がる。また、リフォームなどで既設の床板を張り替える際にも、幅木を取り外
すことなく床板の張り替えができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　以下、本発明に係る幅木の施工方法の実施例を図面に基づいて詳細に説明する。なお、
図１～９において、同一または同等部分には同一符号を付けて示す。
【実施例１】
【００１７】
　図１は、本発明に係る幅木の施工方法によって取り付けられた実施例１の幅木を示す横
断面図である。図２は、図１における幅木の固定方法を示す横断面図である。実施例１の
幅木の施工方法は、集合住宅や個別住宅の部屋、あるいは事務所、理髪店、美容院などの
業務用室の壁に適用できるもので、新築やリフォームなど両方の場合に適用できる。
【００１８】
　本施工で取り付けられる上幅木１および下幅木１０は、石膏ボードなどで形成される壁
２４と、合板など木質系で形成される下地板３４と、この下地板３４の上に敷設される床
板２６とで形成される部屋に施工される。上幅木１を壁２４に固定する壁２４の裏側には
幅木受４０が設けられる。また、床板２６は、両面粘着部材３３により下地板３４に固定
される。
【００１９】
　上幅木１は、横断面視略矩形状の板の壁２４に接する背面３側において、その下端４か
ら所定の距離Ｄまでを段状に切り欠いて形成される垂下片５を有する。所定の距離Ｄの大
きさは、少なくとも後述の下幅木の嵌合溝１６の深さより大きく設定される。さらに、表
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面２側の上下方向２０中間位置には装飾溝７が形成される。
【００２０】
　下幅木１０は、上幅木１の垂下片５に対して上下方向２０に対して抜き差し可能に嵌合
する嵌合部１４およびこの嵌合部１４の下部から水平に突出する突出部１８を有する。嵌
合部１４は、横断面視で上方に開口したコの字形で、その嵌合溝１６の深さは所定の距離
Ｄより浅く形成される。突出部１８は、水平に突出する片で、この片の先端側は軟質塩化
ビニル樹脂、合成ゴムなどで形成される舌状の軟質材部１９を有する。軟質材部１９は、
自由状態で若干下方に向いている。下幅木の下端面１２の幅Ｗは、少なくとも壁面２５と
、この壁面に最も近い床板の端３０との間の隙間ｄの大きさより大きく形成され、隙間ｄ
を覆う。
【００２１】
　上幅木１の材質は、無垢の木材、合板、集成材、単板積層材（ＬＶＬ）、木質繊維板（
ＭＤＦなど）、パーティクルボードなどの木質系で、表面に化粧シート８が貼着される。
化粧シート８としては、天然突板、人工突板、不織布、紙、オレフィン樹脂、塩化ビニル
樹脂、ポリエステル樹脂、アクリル樹脂その他の合成樹脂などである。下幅木１０の材質
は、上記木質系でも良いが、硬質塩化ビニル樹脂、ＡＢＳ樹脂など各種合成樹脂の押出形
材が最適である。また、下幅木１０の表面にも化粧シート８が貼着される。化粧シート８
の材質としては、上幅木１に使用したものと同じものが使用される。
【００２２】
　床板２６の材質は、たとえば無垢の木材、合板、集成材、単板積層材（ＬＶＬ）、木質
繊維板（ＭＤＦなど）、パーティクルボードなどの木質系で、その大きさは、たとえば幅
３０３ｍｍ×長さ１８１８ｍｍ×厚さ９～１２ｍｍのものが選定される。また、床板２６
の木口には雄実３１および雌実３２が形成される（図２）。
【００２３】
　下地板３４としては、たとえば合板、木質板、木質繊維板（ＭＤＦなど）などの木質系
材料が使用される。下地板３４の厚みとしては、たとえば１２～３０ｍｍの範囲から選定
される。
【００２４】
　図２に示すように、上幅木１を壁２４に対して固定するときは、上幅木１の垂下片５に
下幅木の嵌合部１４を嵌合させた状態で下幅木の下端面１２と床板の表面２８との間に一
定の隙間Ｓが形成され、かつ下幅木１０を垂下片５に沿って下げて下幅木の下端面１２が
床板の表面２８に当接したときに、下幅木１０が垂下片５から抜け落ちないように上幅木
１の位置を決める。一定の隙間Ｓは、少なくとも両面粘着部材３３を含めた床板２６の厚
さＴより大きく設定される。床板が、たとえば９ｍｍ厚で、両面粘着部材３３が２ｍｍ厚
の場合であればＳ＝１５ｍｍとされる。
【００２５】
　下幅木の下端面１２と床板の表面２８との間を一定の隙間Ｓに維持した状態で上幅木１
を壁２４に固定し、その後下幅木の下端面１２が床板の表面２８に接するまで下げること
により図１に示す状態となる。上幅木１は、上幅木の装飾溝７の底にかくし釘４２を打ち
込むことにより壁２４の後に設けた幅木受４０に固定される。
【００２６】
　実施例１の幅木の施工方法を採用することにより、下幅木１０は上幅木の垂下片５に対
して上下方向２０に対して抜き差し可能に嵌合されるので、下幅木の嵌合部１４を上幅木
の垂下片５に対して上方に移動することにより、下幅木の下端面１２と床板の表面２８と
の間に一定の隙間Ｓが形成される。この一定の隙間Ｓの大きさを少なくとも床板の厚さＴ
より大きく設定すれば、下幅木１０の下に隙間が確保される。この隙間を利用して床板２
６の敷設ができる。
【００２７】
　また、床板２６の敷設後であっても幅木の施工ができる。このことは、幅木の施工が床
板２６の敷設前であっても、後であってもできるので、幅木の施工の時期的自由度が広が
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る。また、リフォームなどの場合で床板２６を張り替えるときにも、幅木を剥がすことな
く床板２６の張り替えができる。この場合、幅木を剥がさないので、幅木の新たな取り付
けや、既に取り付けられた幅木を剥がすことによる壁２４の補修も無くなる。
【００２８】
　さらに、下幅木の下端面１２の幅Ｗを、壁面２５と床板の端３０との間の隙間ｄの大き
さより大きくすることにより、この隙間ｄを下幅木の下端面１２で覆うことができ、部屋
の隅の外観を良好にする。
【実施例２】
【００２９】
　図３は、本発明に係る幅木の施工方法によって取り付ける実施例２の下幅木を示す横断
面図である。実施例２の下幅木１０は、その嵌合部１４の開口側の溝幅が底側の溝幅より
小さくしたもので、上幅木の垂下片５（図１、２）を挟み付けるように形成される。この
ようにすることにより、下幅木１０を上方に移動させたときに落下せず、床板の敷設（ま
たは張り替え）がやり易い。実施例２におけるその他の部分の構造と作用は、図１、２に
示した実施例１の場合と同じであるので、その説明を省略する。
【実施例３】
【００３０】
　図４は、本発明に係る幅木の施工方法によって取り付けられる実施例３の幅木を示す横
断面図である。実施例３の下幅木１０は、その下端面１２から直接舌状の軟質材部１９が
形成され、その方向は略垂直に下向きである。このように軟質材部１９を形成しても、下
幅木の下端面の幅Ｗを壁面２５と床板の端３０との間の隙間ｄ（図１、２）の大きさより
大きくすれば、隙間ｄを覆うことができる。図４におけるその他の部分の構造とその作用
は、図１、２に示した実施例１の場合と同じであるので、その説明を省略する。
【実施例４】
【００３１】
　図５は、本発明に係る幅木の施工方法によって取り付けられる実施例４の幅木を示す横
断面図である。図６は、図５に示す下幅木を床板に密着させた状態の横断面図である。実
施例４の下幅木１０は、その下端面１２から直接舌状の軟質材部１９が形成されるが、そ
の方向は下向きで、かつ下幅木の背面１３側に向いている。
【００３２】
　図６に示すように、下幅木１０を床板の表面２８まで下げて下幅木の下端面１２を当接
させると、軟質材部１９が床板の表面２８に沿うように変形するので気密性が確実に保た
れる。図５、６におけるその他の部分の構造とその作用は、図１、２に示した実施例１の
場合と同じであるので、その説明を省略する。
【実施例５】
【００３３】
　図７は、本発明に係る幅木の施工方法によって取り付けられた実施例５の幅木を示す横
断面図である。実施例５における幅木の施工方法は、床板２６を加熱することにより部屋
Ｒを暖房する床暖房装置を設けた部屋に適用される。
【００３４】
　床暖房装置は、下地板３４の上に配置された電熱マット４３により床板２６を加熱する
ことにより部屋Ｒを暖房する。電熱マット４３は、図示していない電気ヒーター線が埋め
込まれ、かつ電気ヒーター線に電力を供給する端子となる配線ボックス４４が設けられる
。配線ボックス４４は、下地板３４に穿設された孔４５の中に納められる。配線ボックス
４４からはケーブル４６が引き出され、孔４５とその下の空間で折り曲げられた後、下地
板３４上を這わせて壁内２４ａに導かれ、図示していない床暖房装置のコントローラから
導かれたケーブル４８にコネクタ４９を介して連結される。
【００３５】
　ケーブル４６の配線に際しては、配線ボックス４４およびコントローラの位置などに応
じて配線経路を決定し、この配線経路に沿って電熱マット４３の周囲に配置された周辺パ
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ネル４７を切り欠いてケーブル収容溝５０を形成し、ケーブル４６を収容する。床暖房装
置が設置される部屋の収納家具や開口部などの配置その他の諸条件によって、配線ボック
ス４４からケーブル４６の導出口５１に至る斜行状のケーブル配線経路となるようにケー
ブル収容溝５０を形成しても良い。
【００３６】
　図７において、ケーブル収容溝５０は周辺パネル４７を表裏に貫通するものとして形成
されている。また、周辺パネル４７を下地板３４上に固定する際に周辺パネル４７同士の
間に隙間を設けることによりケーブル収容溝５０を形成することもできる。
【００３７】
　上述のようにして配線ボックス４４からケーブル収容溝５０内を配線された電熱マット
側ケーブル４６は、壁内２４ａに導かれる。この実施例における壁２４は、間柱５２など
の壁下地に石膏ボードなどの壁材を施工する。この場合、コネクタ４９に対応する壁２４
の部分に貫通孔または切欠き５３を設け、かつ実施例１に示した幅木と略同構造の幅木を
用いることにより部屋側からコネクタ４９の着脱を行うことができるようにする。
【００３８】
　すなわち、図７に示した幅木は、上幅木１と、下幅木１０から形成される。上幅木１は
、横断面視略矩形状の板の壁２４に接する背面３側において、その下端から所定の距離Ｄ
までを段状に切り欠いて形成される垂下片５を有する。所定の距離Ｄの大きさは、少なく
とも下幅木の嵌合溝１６の深さより大きく設定される。
【００３９】
　下幅木１０は、上幅木１の垂下片５に対して上下方向２０に抜き差し可能に嵌合する嵌
合部１４およびこの嵌合部１４の下部から水平に突出する突出部１８を有する。嵌合部１
４は、横断面視で上方に開口したコの字形で、その嵌合溝１６は所定の距離Ｄより浅く形
成される。突出部１８は、水平に突出する片で、この片の先端側は軟質塩化ビニル樹脂、
合成ゴムなどで形成される舌状の軟質材部１９を有する。軟質材部１９は、自由状態で若
干下方に向いている。
【００４０】
　実施例５における幅木の施工方法は、実施例１の場合と同様で、上幅木１を壁２４に対
して固定するときは、上幅木１の下部に下幅木の嵌合部１４を嵌合させた状態で下幅木の
下端面１２と床板の表面２８との間に一定の隙間Ｓ（図示せず）が形成されるように、か
つ下幅木１０を垂下片５に沿って下げて下幅木の下端面１２が床板の表面２８に当接させ
たときに、下幅木１０が垂下片５から抜け落ちないように上幅木１の位置を決め、この位
置で上幅木１を壁２４に固定する。上幅木１はその装飾溝７の底にかくし釘４２を打ち込
み、壁２４の背面に設けた幅木受け４０に固定される。また、一定の隙間Ｓは、少なくと
も貫通孔または切欠き５３の高さに等しいか大きく形成される。
【００４１】
　実施例５に示す幅木の施工方法は、上記のような構造の幅木を用いることにより次のよ
うに作用する。すなわち、下幅木１０を上に移動させることにより、壁の貫通孔または切
欠き５３を介して、コネクタ４９の着脱を部屋側から行うことができる。図７において、
その他の構造と作用は、図１、２に示した実施例１の場合と同じであるのでその説明を省
略する。
【実施例６】
【００４２】
　図８は、本発明に係る幅木の施工方法によって取り付ける実施例６の下幅木を示す横断
面図である。実施例６の下幅木１０は、その嵌合部１４の内側の幅Ｂは一定であるが、嵌
合部１４の部屋側の片１４ａの肉厚が下端面１２の方向に向かうにしたがって漸次大きく
なっている。下幅木１０の横断面視では、嵌合部１４の部屋側の片１４ａの外側線が外側
に対して凹んだ形状である。
【００４３】
　このようにすることにより下幅木１０の剛性が増すとともに、下端面１２の幅Ｗおよび
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重量を大きくすることができるので、壁面と床板の端との隙間ｄ（図１、２）を覆うとと
もに下幅木１０を取り付けた際の安定性が増加する。実施例６におけるその他の部分の構
造と作用は、図１、２に示した実施例１の場合と同じであるので、その説明を省略する。
【実施例７】
【００４４】
　図９は、本発明に係る幅木の施工方法によって取り付ける実施例７の下幅木を示す横断
面図である。実施例７の下幅木１０は、実施例６の下幅木と同様に、その嵌合部１４の内
側の幅Ｂは一定であるが、嵌合部１４の部屋側の片１４ａの肉厚が大きく、上から下まで
一定の大きさである。
【００４５】
　このようにすることによっても下幅木１０の剛性が増すとともに、下端面１２の幅Ｗお
よび重量を大きくすることができるので、壁面と床板の端との隙間ｄ（図１、２）を覆う
とともに下幅木１０を取り付けた際の安定性が増加する。実施例７におけるその他の部分
の構造と作用は、図１、２に示した実施例１の場合と同じであるので、その説明を省略す
る。
【００４６】
　以上この発明を図示の実施例について詳しく説明したが、それを以ってこの発明をそれ
らの実施例のみに限定するものではなく、この発明の精神を逸脱せずして種々改変を加え
て多種多様の変形をなし得ることは云うまでもない。
【産業上の利用可能性】
【００４７】
　本発明は、集合住宅や個別住宅の部屋あるいは事務所、理髪店、美容院などの業務用室
の幅木の施工に利用可能である。
【図面の簡単な説明】
【００４８】
【図１】本発明に係る幅木の施工方法によって取り付けられた実施例１の幅木を示す横断
面図である。
【図２】図１における幅木の固定方法を示す横断面図である。
【図３】本発明に係る幅木の施工方法によって取り付ける実施例２の下幅木を示す横断面
図である。
【図４】本発明に係る幅木の施工方法によって取り付けられる実施例３の幅木を示す横断
面図である。
【図５】本発明に係る幅木の施工方法によって取り付けられる実施例４の幅木を示す横断
面図である。
【図６】図５に示す下幅木を床板に密着させた状態の横断面図である。
【図７】本発明に係る幅木の施工方法によって取り付けられた実施例５の幅木を示す横断
面図である。
【図８】本発明に係る幅木の施工方法によって取り付ける実施例６の下幅木を示す横断面
図である。
【図９】本発明に係る幅木の施工方法によって取り付ける実施例７の下幅木を示す横断面
図である。
【符号の説明】
【００４９】
　　１　上幅木
　１０　下幅木
　１２　下端面
　１４　嵌合部
　２０　上下方向
　２４　壁
　２６　床板
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　２８　表面
　　Ｓ　一定の隙間
　　Ｄ　所定の距離
　　ｄ　壁面と床板の端の間の隙間
　　Ｗ　下幅木の下端面の幅

【図１】 【図２】
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【図３】

【図４】

【図５】

【図６】

【図７】 【図８】

【図９】
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